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１  は じ めに  

 

  当 財 団 は ，平 成 ２ ４ 年 ４ 月 の 法 人 設 立 以 降 ，定 款 に 掲 げ る 設 立 目 的 や

市 の 監 理 団 体 で あ る こ と を 踏 ま え ， 市 か ら の 受 託 事 業 に お け る 効 果 的 ・

効 率 的 な 取 組 や 経 営 の 透 明 性 向 上 な ど ，法 人 と し て の 基 盤 の 整 備 に 取 り

組 む 中 で ，中 期 的 な 法 人 経 営 や 事 業 の 方 向 性 を 示 し た「 第 1 次 中 期 経 営

目 標 （ 平 成 ２ ７ 年 度 ～ 平 成 ３ ０ 年 度 ） 」 を 経 て ， そ の 取 組 を 更 に 推 進 す

る べ く 「 第 ２ 次 中 期 経 営 計 画 （ 令 和 元 年 度 ～ 令 和 ４ 年 度 ） 」 を 策 定 し ま

し た 。  

  第 ２ 次 中 期 経 営 計 画 で は ，具 体 的 な 取 組 で あ る 実 施 計 画 に 位 置 付 け た

内 容 に 基 づ く 毎 年 度 の 取 組 に 関 し て ，事 務 局 の み な ら ず ，理 事 会 や 評 議

員 会 に お い て も 進 捗 状 況 等 を 共 有 し な が ら ，目 標 達 成 に 向 け ，令 和 ４ 年

度 も 着 実 な 推 進 に 努 め て き ま し た 。  

  本 書 で は ，第 ２ 次 中 期 経 営 計 画 の 計 画 期 間 が 令 和 ４ 年 度 末 で 終 了 し た

こ と を 踏 ま え ，令 和 ４ 年 度 に お け る 取 組 状 況 の と り ま と め を 行 う と と も

に ， こ れ を 含 め た ， こ れ ま で の ４ 年 間 （ 令 和 元 年 度 ～ 令 和 ４ 年 度 ） の 取

組 に つ い て 総 括 を 行 い ま し た 。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

年度 平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

計画策定
・

進行管理

第２次中期
経営計画策定

第２次中期
経営計画

に基づく取組

進行管理
（理事会）

（評議員会）
（事務局）

第３次中期
経営計画策定

第３次中期
経営計画

に基づく取組

進行管理
（理事会）

（評議員会）
（事務局）

令和元年度

取組状況報告

令和２年度

取組状況報告

令和３年度

取組状況報告

令和４年度

取組状況報告

及び

４年間の総括

（公表） （公表） （公表） （公表）
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２  令 和 ４ 年 度 の 取 組 実 績  

（ １ ） 全 体 概 要  

 令 和 ４ 年 度 に お い て は ，第 ２ 次 中 期 経 営 計 画 に 位 置 付 け た 以 下 の 各 取 組

項 目 の 一 部 に つ い て ， 進 捗 の 遅 れ が み ら れ ま し た 。 ま た ， 令 和 ４ 年 度 は 取

組 の 最 終 年 度 と な り ま し た が ，４ 年 間 の 計 画 期 間 の 大 部 分 に お い て 新 型 コ

ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の 対 応 な ど に 注 力 し た こ と も あ り ，最 終 的 に は

２ ２ 目 標 値 の う ち ，１ ２ 目 標 値 を 達 成 し た 半 面 ，１ ０ 目 標 値 で 未 達 成 と な

り ま し た 。 （ ４ 年 間 の 総 括 は ， １ ４ ペ ー ジ 以 降 を 参 照 ） 。  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【 年 度 評 価 区 分 】  

 各 年 度 の 取 組 実 績 を 踏 ま え る と と も に ， 令 和 ４ 年 度 末 の 目 標 値 に 対 す る 進 捗 度

合 を 勘 案 し て ， 次 の ４ 段 階 で 評 価 し て い ま す 。  

  Ｓ ： 計 画 以 上 に 進 捗     Ａ ： 計 画 通 り に 進 捗  

  Ｂ ： 概 ね 計 画 通 り に 進 捗   Ｃ ： 進 捗 に 遅 れ が 見 ら れ ， 改 善 が 必 要  

 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

利用者満足度 90.0％以上 100％
（市民サービス事業）

中止 100％
（市民サービス事業）

87.4％
（管理運営事業）

未達成

研修受講者数 累計120人以上 42人
中止(累計42
人）

14人(累計56
人）

0人(累計56
人）

未達成

業務見直し件数 累計5件以上 0件
2件(累計2
件）

0件(累計2
件）

3件(累計5
件）

達成

競争発注率 50.0％以上 52.5％ 45.6％ 42.8％ 49.9％ 未達成

業務の進行管理 進行管理の徹底
進行管理の徹
底

進行管理の徹
底

進行管理の徹
底

進行管理の徹
底

達成

公金納付期限の遵

守
納付期限の遵守

納付期限の遵
守

納付期限の遵
守

納付期限の遵
守

納付期限の遵
守

達成

検証の仕組みづく

りと取組の定着
検証の取組定着 仕組みの構築 試行実施 試行実施 検証の取組定着 達成

委員会等の開催回

数
累計30回以上 11回

7回(累計18
回)

26回{累計44
回)

10回{累計54
回)

達成

職員全体の市民雇

用率
86.0％以上 87.2％ 88.3％ 88.1％ 85.6％ 未達成

事務局勤務を除く

市民雇用率
90.0％以上 89.9％ 91.3％ 90.2％ 86.8％ 未達成

業務発注件数 累計50件以上 16件
15件（累計31
件）

31件{累計62
件）

30件(累計92
件）

達成

法定雇用率の遵

守・継続
遵守・継続 遵守・継続 遵守・継続 遵守・継続 1.98％ 未達成

市内事業者発注率 87.0％以上 87.2％ 85.6％ 86.0％ 89.8％ 達成

協力事業者（市

内）登録数
100社以上 93社 93社 94社 95社 未達成

就労体験受入者数 累計60人以上 20人
0人(累計20
人）

2人(累計22
人）

19人(累計41
人）

未達成

就労体験メニュー

数
累計30種類以上 30種類

0種類(累計30
種類）

0種類(累計30
種類）

1種類(累計31
種類）

達成

法人基本情報等の

公表
情報提供の充実

独自ホーム
ページの開設

情報提供の推
進

情報提供の推
進

情報提供の充
実

達成

受託事業情報の提

供
情報提供・更新

情報提供の推
進

情報提供の推
進

情報提供の推
進

情報提供・更
新

達成

多様な主体との関

係づくり
認知度向上 取組の検討 取組の検討 中断 推進中 未達成

地域行事等への参

加・協力
累計20回以上 2回

1回（累計3
回）

1回（累計4
回）

2回（累計6
回）

未達成

ＯＪＴの推進 スキル継承 OJTの推進 OJTの推進 OJTの推進 スキル継承 達成

ＯＦＦ－ＪＴ受講

回数
累計40回以上 16回

8回(累計24
回）

14回(累計38
回）

23回(累計61
回）

達成

取組項目 達成指標 目標値
（令和4年度末）

実績 年度
評価

掲載
頁

目標値

達成状

況

受託事業におけ

るサービス向

上・充実
C Ｐ３

１－２
受託事業におけ

る効率化の推進 B Ｐ４

項目
番号

１－３

受託事業におけ

る適切な事務処

理の推進
A Ｐ５

１－４
受託事業に関す

る取組の検証 A Ｐ６

１－１

２－１ 市民雇用の推進 C Ｐ７

２－２
障がい者の就労

機会の提供 B Ｐ８

C Ｐ12

２－３
市内事業者との

連携の推進 B Ｐ９

２－４
就労体験に関す

る取組の推進 B Ｐ10

３－３
職員の育成・人

材確保 S Ｐ13

３－１ 情報提供の推進 A Ｐ11

３－２
地域や団体等と

の連携
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（ ２ ） 実 施計画 取 組 状 況  

視 点 １  受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 ， 効 率 化 の 推 進     

取 組 項 目  １ － １  受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 Q u a l i t y）  

取 組 概 要  

市 か ら の 受 託 事 業 に お い て ， こ れ ま で 蓄 積 し て き た ノ ウ ハ ウ

や 実 績 を 活 か し ，公 社 か ら の 提 案 等 を 含 め て ，サ ー ビ ス 向 上・

充 実 に 資 す る 取 組 を 検 討 ・ 実 施 す る 。  

ま た ， 市 の 事 業 所 管 部 署 と 連 携 を 図 り ， 市 に お け る 総 合 的 な

交 通 環 境 の 整 備 や ス ポ ー ツ 振 興 施 策 ， コ ミ ュ ニ テ ィ 施 策 等 の

視 点 も も ち つ つ ， 受 託 内 容 の 拡 充 ， 新 た な 事 業 の 受 託 ， 指 定

管 理 者 制 度 へ の 対 応 な ど 創 意 工 夫 に 基 づ く 取 組 を 推 進 す る 。  

達 成 指 標  

①  

内 容  接 遇 に 関 す る 利 用 者 満 足 度  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 及 び

平 成 ３ ０ 年 度 ）  

９ ５ ．３ ％（ 市 民 サ ー ビ ス 事 業 ） 

９ ０ ． ４ ％ （ 管 理 運 営 事 業 ）  

令 和 ４ 年 度 実 績  ８ ７ .４ ％ （ 管 理 運 営 事 業 ）  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ９ ０ ． ０ ％ 以 上  

②  

内 容  従 事 者 向 け 各 種 研 修 の 累 計 受 講 者 数  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  年 間 ３ １ 人  

令 和 ４ 年 度 実 績  ０ 人 【 累 計 ５ ６ 人 】  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ４ 年 間 累 計 １ ２ ０ 人 以 上  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ サ ー ビ ス 向 上 等 に 資 す る 取 組 の 創 意 工 夫 ， 検 討 ・ 提 案  

・ 業 務 の 実 施 に お け る リ ス ク 管 理 及 び 対 応 の 徹 底  

・ 利 用 者 満 足 度 調 査 の 実 施 （ 管 理 運 営 事 業 ）  

・ 従 事 者 向 け 接 遇 研 修 等 の 実 施  

取 組 実 績  

○ 令 和 ４ 年 度 に 新 た に 受 託 し た ふ じ み 交 流 プ ラ ザ 事 業 に お い

て ,事 業 所 管 課 と 災 害 時 に お け る 協 力 に 関 す る 覚 書 を 締 結

し た 。ま た ，ネ ッ ト 予 約 シ ス テ ム を １ １ 月 か ら 稼 働 さ せ た 。 

○ 喫 煙 防 止 対 策 事 業 に お い て ， ホ ッ ト ポ イ ン ト 図 （ 重 点 巡 回

エ リ ア ）を 更 新 し ，事 業 所 管 課 及 び 公 社 内 で 情 報 共 有 し た 。 

○ 国 領 駅 南 口 市 営 駐 車 場 に お け る Ｅ Ｖ 用 充 電 設 備 導 入 に 関 す

る 提 案 を 事 業 所 管 課 へ 行 っ た 。  

○ 利 用 者 満 足 度 調 査 は ， 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 感 染 状

況 な ど に 留 意 し つ つ ， 実 施 し た 。 一 方 ， コ ロ ナ 禍 で の 集 合

研 修 の 実 施 が 難 し い こ と か ら ， 対 象 者 へ 研 修 テ キ ス ト 配 付

を 行 っ た 。  

 

年 度 評 価  Ｃ ： 進 捗 に 遅 れ が 見 ら れ ， 改 善 が 必 要  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 市 と 災 害 協 力 や 見 守 り 支 援 に 関 す る 協 定 を 踏 ま え ， 共 同 訓 練 や

本 部 （ 事 務 局 ） 機 能 整 備 を 進 め て 行 く 必 要 が あ る 。  

→ 新 規 受 託 施 設 を 含 め ， サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 や 効 率 化 に 資 す る た

め ， 創 意 工 夫 ・ 検 討 ・ 提 案 を 行 っ て い く 必 要 が あ る 。  

  

維 持  

継 続  
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視 点 １  受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 ， 効 率 化 の 推 進     

取 組 項 目  １ － ２  受 託 事 業 に お け る 効 率 化 の 推 進 ( C o s t )  

取 組 概 要  

市 か ら の 受 託 事 業 を 実 施 す る に 当 た り ， こ れ ま で 蓄 積 し て き

た ノ ウ ハ ウ や 実 績 を 活 か し な が ら ， 創 意 工 夫 に 基 づ く 業 務 の

見 直 し や 改 善 の 取 組 の 検 討 ・ 提 案 に 取 り 組 み ， 業 務 効 率 の 向

上 や コ ス ト の 抑 制 ・ 縮 減 に つ な げ る 。  

達 成 指 標  

①  

内 容  業 務 の 効 率 化 ， コ ス ト 抑 制 等 に 関 す る 見 直 し 件 数  

基 準 値 （ 新 規 の 取 組 ）  ―  

令 和 ４ 年 度 実 績  ３ 件 【 累 計 ５ 件 】  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ４ 年 間 累 計 ５ 件 以 上  

②  

内 容  

民 間 事 業 者 へ の 委 託 業 務（ 調 査 点 検 ，警 備 ，清 掃 な ど ）

の 発 注 に お け る 競 争 発 注 率 （ 発 注 金 額 の 割 合 ）  

※ シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー や 障 が い 者 団 体 へ の 発 注 は

除 く  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  ５ ２ ． ２ ％  

令 和 ４ 年 度 実 績  ４ ９ ． ９ ％  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ５ ０ ． ０ ％ 以 上  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 受 託 事 業 に お け る 業 務 効 率 や コ ス ト 抑 制 等 に 資 す る 取 組 の  

創 意 工 夫 ， 検 討 ・ 提 案  

・ 業 務 委 託 に お け る 公 正 性 や 透 明 性 の 確 保  

取 組 実 績  

○ 各 業 務 の 実 情 を 踏 ま え ， 既 存 の マ ニ ュ ア ル の 改 定 を 行 う ほ

か ， 新 た な マ ニ ュ ア ル を 作 成 し た 。  

○ 施 設 等 で 収 納 す る 使 用 料 等 の 回 収 ・ 精 査 業 務 等 に つ い て ，

公 社 職 員 を 中 心 と し た 体 制 に 変 更 し ， 効 率 化 に 努 め た 【 業

務 見 直 し 】 。  

○ 飛 田 給 北 自 転 車 駐 車 場 の 照 明 設 備 （ ３ ２ 台 ） を Ｌ Ｅ Ｄ 化 し

省 エ ネ に 努 め た 【 業 務 見 直 し 】 。  

○ 自 転 車 駐 車 対 策 事 業 に お け る ， 駐 車 場 管 理 シ ス テ ム の ソ フ

ト を 改 修 し ， 月 次 処 理 等 の 精 度 向 上 ・ 効 率 化 に 努 め た 【 業

務 見 直 し 】 。  

○ 委 託 業 務 の 発 注 に 当 た り ， 競 争 性 の 確 保 に 努 め た  

【 競 争 発 注 率 ４ ９ ． ９ ％ （ 前 年 度 比 ＋ ７ ． １ ポ イ ン ト ） 】 。 

※ シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー 及 び 障 が い 者 団 体 へ の 発 注 を 除 く  

○ 公 社 規 程 に 基 づ く 委 託 業 務 の 適 正 な 発 注 に 取 り 組 ん だ 。  

  

年 度 評 価  Ｂ ： 概 ね 計 画 通 り に 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ サ ー ビ ス の 維 持 ・ 向 上 と 業 務 の 効 率 化 ・ コ ス ト 抑 制 の バ ラ

ン ス に 留 意 し な が ら ， 各 種 検 証 や 業 務 の 見 直 し 検 討 を 継 続

し て い く 必 要 が あ る 。  

→ 効 率 化 や コ ス ト に 対 す る 意 識 を 高 め な が ら 日 頃 の 業 務 の 遂

行 に 努 め て い く 必 要 が あ る 。  

推 進  

維 持  
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視 点 １  受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 ， 効 率 化 の 推 進     

取 組 項 目  １ － ３  受 託 事 業 に お け る 適 切 な 事 務 処 理 の 推 進 ( D e l i v e r y )  

取 組 概 要  

市 か ら の 受 託 事 業 を 仕 様 に 基 づ い て 着 実 に 実 施 す る に 当 た

り ， 各 業 務 の 定 期 的 又 は 随 時 の 進 捗 管 理 を 徹 底 す る 。  

ま た ， 市 か ら の 委 託 料 や 施 設 の 使 用 料 を は じ め と し た 多 く の

公 金 等 を 取 り 扱 う た め ， 正 確 か つ 迅 速 な 取 扱 い を 徹 底 す る 。  

達 成 指 標  

①   

内 容  市 か ら の 受 託 事 業 に お け る 事 務 処 理 の 進 行 管 理  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  業 務 の 進 行 管 理 の 徹 底  

令 和 ４ 年 度 実 績  進 行 管 理 の 徹 底  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  業 務 の 進 行 管 理 の 徹 底  

②   

内 容  市 と の 契 約 に 基 づ く 施 設 使 用 料 等 の 納 付 期 限 の 遵 守  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  市 へ の 公 金 納 付 期 限 の 遵 守  

令 和 ４ 年 度 実 績  納 付 期 限 の 遵 守  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  市 へ の 公 金 納 付 期 限 の 遵 守  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 定 期 的 又 は 随 時 に お け る 業 務 の 進 捗 確 認 及 び 適 切 な 対 応  

・ 使 用 料 等 の 収 納 ・ 集 金 ・ 保 管 ・ 納 付 の 適 正 処 理  

・ 公 認 会 計 士 に よ る 月 次 ・ 年 次 で の 会 計 帳 票 類 の 確 認 及 び 公  

 認 会 計 士 の 指 導 を 踏 ま え た 対 応  

取 組 実 績  

○ 事 務 局 全 体 （ 正 規 職 員 ） や 事 業 係 に お け る ミ ー テ ィ ン グ を

活 用 し ， 業 務 に 関 す る 情 報 共 有 を 図 る と と も に ， 業 務 の 進

捗 管 理 や 情 報 共 有 を 行 っ た 【 進 行 管 理 の 徹 底 】 。  

○ 施 設 等 で 収 納 し た 使 用 料 等 に つ い て ， 適 切 な 管 理 を 徹 底 す

る と と も に ， そ れ ぞ れ の 期 日 に 応 じ て ， 遅 延 す る こ と な く

市 へ の 納 付 を 確 実 に 行 っ た 【 納 付 期 限 の 遵 守 】 。  

○ 公 認 会 計 士 に よ る 会 計 帳 票 類 の 定 期 的 な 確 認 や 指 導 ・ 助 言

を 受 け る 中 で ， 適 切 な 会 計 処 理 に 努 め た 。  

〇 施 設 等 で 収 納 す る 使 用 料 等 の 回 収 ・ 精 査 業 務 等 に つ い て ，

公 社 職 員 を 中 心 と し た 体 制 に 変 更 し ， 効 率 化 に 努 め る と と

も に ， 安 全 面 の 見 直 し も 行 っ た 。  

 

年 度 評 価  Ａ ： 計 画 通 り に 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 仕 様 に 基 づ く 業 務 の 確 実 な 実 施 に 当 た っ て は ， 引 き 続 き ，

複 数 の 視 点 か ら の 進 行 管 理 の 徹 底 に 努 め て い く 必 要 が あ

る 。  

→ 業 務 遂 行 上 で ， 様 々 な 事 態 が あ っ た 場 合 で も ， 必 要 な 業 務

を 着 実 に 執 行 す る た め ， 日 頃 か ら 対 応 の 備 え を 多 角 的 に 検

討 し て お く 必 要 が あ る 。  

 

継 続  

継 続  
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視 点 １  受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実 ， 効 率 化 の 推 進  

取 組 項 目  １ － ４  受 託 事 業 に 関 す る 取 組 の 検 証  

取 組 概 要  

市 か ら の 受 託 事 業 に 関 す る 取 組 実 績 を 振 り 返 り ， 現 状 の 把 握

や 課 題 の 整 理 に 基 づ く 見 直 し ・ 改 善 に 向 け た 取 組 の 方 向 性 を

整 理 ・ 確 認 し ， 職 員 に お け る 気 付 き を 促 し な が ら ， そ の 後 の

取 組 に 活 か す な ど ，Ｐ Ｄ Ｃ Ａ マ ネ ジ メ ン ト サ イ ク ル ※ １ を 活 用

し た 取 組 を 推 進 す る 。  

達 成 指 標  

①   

内 容  受 託 事 業 に 関 す る 検 証 の 仕 組 み づ く り と 取 組 の 定 着  

基 準 値 （ 新 規 取 組 ）  －  

令 和 ４ 年 度 実 績  検 証 の 取 組 定 着  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  検 証 の 取 組 定 着  

②   

内 容  受 託 事 業 の 検 証 に 関 す る 委 員 会 等 の 累 計 開 催 回 数  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  
年 間 ７ 回 （ Ｑ Ｃ 委 員 会 ※ ２ ４ 回 ，

事 業 推 進 会 議 ３ 回 ）  

令 和 ４ 年 度 実 績  １ ０ 回 【 累 計 ５ ４ 回 】  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ４ 年 間 累 計 ３ ０ 回 以 上  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 受 託 事 業 の 振 返 り に 基 づ く 取 組 検 証 の 試 行 実 施  

・ 受 託 事 業 の 取 組 検 証 を 踏 ま え た 見 直 し ， 改 善 の 検 討 ・ 実 施  

・ Ｑ Ｃ 委 員 会 等 の 活 用 推 進  

・ 事 業 所 管 部 署 と の 情 報 共 有 ， 意 見 交 換 の 実 施  

取 組 実 績  

○ 主 要 事 業 を 対 象 と し た 年 間 工 程 表 活 用 に よ る ， 事 業 を 俯 瞰

し た 対 応 に 努 め た 【 検 証 の 取 組 定 着 】 。  

○ Ｑ Ｃ 委 員 会 や 事 業 推 進 会 議 を 開 催 し ， サ ー ビ ス 向 上 や 業 務

の 効 率 化 に 向 け た 検 討 を 行 っ た 【 Ｑ Ｃ 委 員 会 ４ 回 ， 事 業 推

進 会 議 ６ 回 】 。  

○ 事 業 所 管 課 と の 定 期 的 な ミ ー テ ィ ン グ を 通 し て ， 受 託 事 業

に 関 す る 情 報 や 課 題 等 の 共 有 を 図 る と と も に ， 対 策 等 の 検

討 を 行 っ た 。  

年 度 評 価  Ａ ： 計 画 通 り に 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 受 託 事 業 に 関 す る 取 組 検 証 に お い て は ， Ｑ Ｃ 委 員 会 を 活 用

し つ つ ， 様 々 な 視 点 か ら の 見 直 し ， 改 善 等 に 取 り 組 ん で い

く 必 要 が あ る 。  

→ よ り 良 い サ ー ビ ス の 提 供 や ， 業 務 の 効 率 化 ， 仕 様 に 基 づ く

着 実 な 履 行 に つ な げ る た め ， 引 き 続 き ， 事 業 所 管 課 と 密 に

連 携 を 図 る 必 要 が あ る 。  

※ １  P l a n (計 画 )－ D o (実 施 )－ C h e c k (評 価 )－ A c t i o n (改 革 ・ 改 善 )と い う 一 連

の 流 れ (サ イ ク ル )を 活 用 し ， 取 組 の 振 返 り に 基 づ き ， 日 常 業 務 等 の 適 切 な

実 施 や 見 直 し ， 改 善 に つ な げ る 仕 組 み の こ と  

※ ２  サ ー ビ ス の 向 上 を 図 る た め に ， 現 状 の 分 析 や 改 善 策 等 の 検 討 ， 改 善 の 取

組 実 施 後 の 検 証 な ど を 行 う 会 議  

推 進  

充 実  
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視 点 ２  地 域 貢 献 の 推 進  

取 組 項 目  ２ － １  市 民 雇 用 の 推 進  

取 組 概 要  

市 民 と の 連 携 に よ る 協 働 を 推 進 し ， サ ー ビ ス の 担 い 手 と し て

市 民 の 力 を 活 か す 観 点 か ら ， 受 託 事 業 の 状 況 に 応 じ て 雇 用 機

会 を 確 保 し な が ら ， 積 極 的 に 市 民 雇 用 を 推 進 す る 。  

達 成 指 標  

①   

内 容  
公 社 の 雇 用 職 員 全 体（ 正 規 職 員 を 除 く ）に お け る 市 内

在 住 者 の 割 合 （ 市 民 雇 用 率 ）  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 末 ）  ８ ６ ． ８ ％  

令 和 ４ 年 度 実 績  ８ ５ ． ６ ％  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 末 ）  ８ ６ ． ０ ％ 以 上  

②   

内 容  
事 務 局 以 外 に 勤 務 す る 公 社 の 雇 用 職 員 に お け る 市 内

在 住 者 の 割 合 （ 市 民 雇 用 率 ）  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 末 ）  ９ ０ ． ６ ％  

令 和 ４ 年 度 実 績  ８ ６ ． ８ ％  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 末 ）  ９ ０ ． ０ ％ 以 上  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 良 好 な 勤 務 環 境 の 維 持 ・ 改 善 に 向 け た 取 組 の 検 討 ， 推 進  

・ 受 託 事 業 を 通 じ た 新 た な 雇 用 機 会 の 確 保 の 検 討 ， 推 進  

・ 雇 用 機 会 （ 職 員 募 集 ） に 関 す る 情 報 提 供 の 推 進  

・ 女 性 職 員 割 合 の 維 持 （ ３ ０ ％ 以 上 ）  

取 組 実 績  

〇 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 防 止 の 観 点 か ら ， 基 本 的 な 感

染 防 止 対 策 を 実 施 す る と と も に ， 事 務 局 で の テ レ ワ ー ク 勤

務 を 推 進 し た 。  

○ ク ー ル ビ ズ や 熱 中 症 対 策 推 進 の ほ か ， 計 画 的 な 休 暇 取 得 ，

定 時 退 社 の 励 行 等 に よ り ，良 好 な 勤 務 環 境 の 維 持 に 努 め た 。 

○ 職 員 の 募 集 に 際 し て は ，Ｓ Ｎ Ｓ（ T w i t t e r）並 び に 市 報 や 調

布 エ リ ア を 中 心 に 配 布 さ れ る 民 間 媒 体 を 活 用 し ， 広 く 市 民

へ の 周 知 を 図 り な が ら ， 市 民 雇 用 を 推 進 し た 【 市 民 雇 用 率

８ ５ ． ６ ％ （ 前 年 度 ▲ ２ ． ５ ポ イ ン ト ） ， 施 設 等 の 市 民 雇

用 率 ８ ６ ． ８ ％ （ 前 年 度 比 ▲ ３ ． ４ ポ イ ン ト ） 】 。  

○ 働 き や す い 環 境 の 確 保 に 努 め た 中 で ， 女 性 職 員 の 割 合 は ，  

４ ６ ． ０ ％ （ 前 年 度 比 ＋ ２ ． ０ ポ イ ン ト ） と な っ た 。  

 

年 度 評 価   Ｃ ： 進 捗 に 遅 れ が 見 ら れ ， 改 善 が 必 要  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 良 好 な 勤 務 環 境 の 維 持 に 努 め つ つ ， 今 後 も 引 き 続 き ， 市 民

雇 用 に 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ る 。  

→ 人 材 確 保 の 困 難 化 が 見 ら れ る 中 で ， 業 務 の 安 定 的 な 実 施 に

も 留 意 し な が ら ， 必 要 と な る 職 員 の 確 保 に 取 り 組 ん で い く

必 要 が あ る 。  

 

維 持  

維 持  
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視 点 ２  地 域 貢 献 の 推 進    

取 組 項 目  ２ － ２  障 が い 者 の 就 労 機 会 の 提 供  

取 組 概 要  

障 が い 者 の 社 会 参 加 を 支 援 す る た め ， 市 か ら の 受 託 事 業 に お

い て ， 福 祉 作 業 所 と 連 携 し た 多 様 な 取 組 を 推 進 す る 。  

ま た ，法 人 と し て ，障 が い 者 雇 用 に 関 す る 法 定 雇 用 率 ※ を 遵 守

す る 。  

達 成 指 標  

①   

内 容  障 が い 者 団 体 へ の 業 務 発 注 件 数 （ 年 間 契 約 を 除 く ）  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  年 間 １ １ 件  

令 和 ４ 年 度 実 績  ３ ０ 件 【 累 計 ９ ２ 件 】  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ４ 年 間 累 計 ５ ０ 件 以 上  

②   

内 容  障 が い 者 雇 用 に 関 す る 法 定 雇 用 率 ※ の 遵 守 ・ 継 続  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  法 定 雇 用 率 の 遵 守 ・ 継 続  

令 和 ４ 年 度 実 績  法 定 雇 用 率 割 れ （ １ .９ ８ ％ ）  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  法 定 雇 用 率 の 遵 守 ・ 継 続  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 障 が い 者 団 体 へ の 継 続 的 な 業 務 の 発 注  

・ 障 が い 者 団 体 へ の 新 た な 業 務 発 注 の 検 討 ， 実 施  

・ 障 が い 者 団 体 等 と の 情 報 共 有 や 意 見 交 換 の 実 施  

・ 障 が い 者 雇 用 の 継 続 （ 法 定 雇 用 率 の 遵 守 ）  

・ 障 が い 者 雇 用 の 拡 充 検 討 ， 協 議  

取 組 実 績  

○ 障 が い 者 団 体 に ， 年 間 契 約 で あ る メ ー ル 業 務 や こ こ ろ の 健

康 支 援 セ ン タ ー に お け る 清 掃 業 務 な ど を 継 続 的 に 委 託 し

た 。  

○ 障 が い 者 団 体 に 単 発 で の 業 務 を 発 注 す る な ど ， 連 携 ・ 支 援

に 努 め た 【 発 注 件 数 ： ３ ０ 件 （ 年 間 契 約 を 除 く ） 】 。  

○ 調 布 市 福 祉 作 業 所 等 連 絡 会 と 適 宜 情 報 交 換 を 行 い ， 業 務 に

関 す る 情 報 の 共 有 等 に 努 め た （ ふ じ み 交 流 プ ラ ザ 事 業 に お

け る 新 た な 業 務 に つ い て ， 内 容 等 の 協 議 を 進 め た ） 。  

○ 事 務 局 勤 務 に お け る 障 が い 者 の 雇 用 に 継 続 的 に 取 り 組 ん だ

が ， 公 社 全 体 の 雇 用 者 増 加 に よ り ， 法 定 雇 用 率 を 割 り 込 ん

だ （ 1 人 /５ ０ ． ５ 人 ： 障 が い 者 雇 用 数 /全 雇 用 者 数 ） 。  

○ 特 別 支 援 学 校 と の 間 で ， 次 年 度 の ト ラ イ ア ル 雇 用 に つ い て

受 入 準 備 を 進 め た 。  

年 度 評 価  Ｂ ： 概 ね 計 画 通 り に 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 今 後 も ， 調 布 市 福 祉 作 業 所 等 連 絡 会 と の 情 報 共 有 等 に 努 め

な が ら ， 継 続 的 な 業 務 の 発 注 や ， 多 様 な 形 で の 連 携 に 取 り

組 ん で い く 必 要 が あ る 。  

→ 障 が い 者 雇 用 に つ い て は ， 関 係 機 関 等 と 連 携 し な が ら ， 雇

用 の 継 続 が 可 能 と な る よ う 努 め て い く と と も に ， 更 な る 拡

充 の 可 能 性 を 模 索 し て い く 必 要 が あ る 。  

※   事 業 主 に お け る 従 業 員 の う ち ， 障 が い 者 の 雇 用 の 促 進 等 に 関 す る 法 律 に お い て

義 務 付 け ら れ て い る 障 が い 者 の 雇 用 割 合 の こ と （ 令 和 ３ 年 ３ 月 1 日 ～ ２ .３ ％ ）

拡 大  

維 持  
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視 点 ２  地 域 貢 献 の 推 進  

取 組 項 目  ２ － ３  市 内 事 業 者 と の 連 携 の 推 進  

取 組 概 要  

地 域 経 済 の 発 展 に 寄 与 す る 観 点 か ら ， 市 か ら の 受 託 事 業 に お

け る 公 社 か ら の 業 務 委 託 （ 再 委 託 ） に つ い て は ， 「 協 力 事 業

者 登 録 制 度 ※ 」の 活 用 及 び 運 用 改 善 を 図 り な が ら ，市 内 事 業 者

と の 連 携 に 取 り 組 む 。  

達 成 指 標  

①   

内 容  

市 か ら の 受 託 事 業 の 実 施 に 当 た っ て の 公 社 か ら の 業

務 委 託 （ 調 査 点 検 ， 警 備 ， 清 掃 な ど ） に お け る 市 内 事

業 者 の 比 率 （ 発 注 金 額 の 割 合 ）  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  ８ ６ ． ９ ％  

令 和 ４ 年 度 実 績  ８ ９ ． ８ ％  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ８ ７ ． ０ ％ 以 上  

②   

内 容  協 力 事 業 者 登 録 制 度 ※ に お け る 市 内 事 業 者 登 録 数  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 末 ）  ９ ６ 社  

令 和 ４ 年 度 実 績  ９ ５ 社  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 末 ）  １ ０ ０ 社 以 上  

取 組 計 画  

年 度 計 画  
・ 協 力 事 業 者 登 録 制 度 の 活 用 及 び 周 知 の 推 進  

・ 市 内 事 業 者 と 連 携 し た 受 託 事 業 実 施 の 推 進 （ 発 注 推 進 ）  

取 組 実 績  

○ 引 き 続 き ， ホ ー ム ペ ー ジ に ， 協 力 事 業 者 登 録 制 度 の 概 要 を

公 開 し ， 周 知 に 努 め た 。  

〇 登 録 事 業 者 数 は ， 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 の 影 響 が

収 ま る 傾 向 か ら ， 公 社 か ら の 委 託 業 務 量 も 回 復 し つ つ も ，

新 た な 事 業 者 の 登 録 は 1 社 に 留 ま っ た【 市 内 事 業 者 登 録 数：

９ ５ 社 （ 前 年 度 比 1 社 増 ） 】 。  

○ 業 務 の 発 注 に 当 た っ て は ， 市 内 事 業 者 と の 連 携 を 推 進 し ，

夏 季 の 市 民 プ ー ル な ど も 開 設 さ れ た こ と か ら 大 幅 に 発 注 率

は 上 昇 し た【 市 内 事 業 者 発 注 率：８ ９ ．８ ％（ 前 年 度 比 +３ ．

８ ポ イ ン ト ） 】 。  

 

年 度 評 価  Ｂ ： 概 ね 計 画 通 り に 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 協 力 事 業 者 登 録 制 度 へ の ， 市 内 事 業 者 を 中 心 と し た 登 録 を

促 す た め ， 当 該 制 度 の 事 業 者 に お け る 認 知 度 の 更 な る 向 上

に 向 け た 工 夫 を 検 討 ・ 実 施 す る 必 要 が あ る 。  

※   公 社 の 契 約 に お け る 安 定 性 ・ 効 率 性 の 確 保 を 目 的 に ， 市 内 事 業 者 を 主 な

対 象 と し て ， 公 社 か ら の 受 注 を 希 望 す る 事 業 者 を 一 定 の 審 査 を 経 て 登 録 す

る 制 度   

向 上  

拡 大  
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視 点 ２  地 域 貢 献 の 推 進     

取 組 項 目  ２ － ４  就 労 体 験 に 関 す る 取 組 の 推 進  

取 組 概 要  

市 か ら の 受 託 事 業 の 実 施 や 法 人 運 営 等 の 機 会 を 通 し て ， 様 々

な 主 体 と 連 携 し な が ら ， 子 ど も や 若 者 ， 障 が い 者 等 に お け る

就 労 意 識 の 啓 発 や 就 労 意 欲 の 向 上 等 に 寄 与 す る 観 点 か ら ， 積

極 的 に 就 労 体 験 の 受 入 に 取 り 組 む 。  

達 成 指 標  

①   

内 容  就 労 体 験 の 累 計 受 入 者 数  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  
２ ８ 人 (参考：平成 27 年～平成 29 年の

平均 16 人 ) 

令 和 ４ 年 度 実 績  １ ９ 人 【 累 計 ４ １ 人 】  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ４ 年 間 累 計 ６ ０ 人 以 上  

②   

内 容  就 労 体 験 が 可 能 な 延 べ メ ニ ュ ー （ 業 務 ） 数  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  累 計 ２ ０ 種 類  

令 和 ４ 年 度 実 績  １ 種 類 【 累 計 ３ １ 種 類 】  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  累 計 ３ ０ 種 類 以 上  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 障 が い 者 就 労 支 援 に 関 す る 関 係 機 関 等 と の 連 携 に よ る 障 が  

い 者 の 就 労 体 験 の 受 入  

・ ち ょ う ふ 若 者 サ ポ ー ト ス テ ー シ ョ ン と の 連 携 に よ る 若 者 の  

就 労 体 験 の 受 入  

・ 教 育 委 員 会 及 び 中 学 校 と の 連 携 に よ る 中 学 生 の 職 場 体 験 の  

受 入  

取 組 実 績  

○ 調 布 市 障 害 者 地 域 生 活 就 労 支 援 セ ン タ ー か ら の 受 入 は ， ４

名 で あ っ た 。  

○ ち ょ う ふ 若 者 サ ポ ー ト ス テ ー シ ョ ン か ら の 若 者 の 就 労 体 験

の 受 入 は ５ 名 で あ っ た 。  

〇 特 別 支 援 学 校 か ら １ ０ 名 の 職 場 体 験 者 を 受 け 入 れ た 。 内 ，

１ 名 に つ い て は ， 令 和 ５ 年 度 か ら ト ラ イ ア ル 雇 用 に 繋 げ る

予 定 と な っ て い る 。  

○ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 の 観 点 か ら ， 調 布 市 教

育 委 員 会 が 実 施 す る 中 学 生 の 職 場 体 験 事 業 は 中 止 さ れ た 。  

年 度 評 価  Ｂ ： 概 ね 計 画 通 り に 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 今 後 も 関 係 団 体 と 連 携 し な が ら 就 労 体 験 の 受 入 を 継 続 す る

こ と を 通 じ て ， 体 験 者 に お け る 就 労 意 識 の 啓 発 や 就 労 意 欲

の 向 上 な ど に 貢 献 で き る よ う に し て い く 。  

→ 安 定 的 か つ よ り 良 い 就 労 体 験 の 受 入 を 行 う に 当 た り ， 受 入

体 制 の 整 備 や 関 係 団 体 の 意 見 等 も 踏 ま え た 体 験 メ ニ ュ ー の

工 夫 に 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  

 

維 持  

充 実  
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視 点 ３  組 織 の 活 性 化  

取 組 項 目  ３ － １  情 報 提 供 の 推 進  

取 組 概 要  

法 人 経 営 に 関 す る 情 報 を 積 極 的 か つ 分 か り や す く 発 信 す る こ

と で ， 経 営 の 信 頼 性 ・ 透 明 性 の 向 上 に つ な げ る 。  

ま た ， 市 か ら の 受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 の ほ か ， 市 民

に お け る 公 社 の 認 知 度 を 高 め る 視 点 も 踏 ま え た 情 報 提 供 に 取

り 組 む 。  

達 成 指 標  

①   

内 容  法 人 経 営 に 関 す る 基 本 的 な 情 報 や 関 連 資 料 の 公 表  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  継 続 的 な 情 報 の 提 供 ・ 更 新  

令 和 ４ 年 度 実 績  情 報 提 供 の 充 実  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  
公 社 独 自 の ホ ー ム ペ ー ジ を 活 用

し た 情 報 提 供 の 充 実  

②   

内 容  市 か ら の 受 託 事 業 に 関 す る 情 報 の 提 供  

基 準 値 （ 新 規 の 取 組 ）  －  

令 和 ４ 年 度 実 績  情 報 提 供 ・ 更 新  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  受託事業関連の情報提供・更新  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 独 自 の ホ ー ム ペ ー ジ を 活 用 し た ， 適 時 ・ 適 切 な 情 報 提 供 の

推 進 及 び 提 供 情 報 の 拡 充 検 討 ， 実 施  

・ 市 民 に お け る 公 社 の 認 知 度 向 上 に 資 す る 情 報 提 供 の 推 進  

・ 様 々 な 媒 体 を 活 用 し た 情 報 発 信 の 検 討 ， 実 施  

取 組 実 績  

○ ホ ー ム ペ ー ジ を 活 用 し て ， 事 業 計 画 ・ 予 算 や 事 業 報 告 ・ 決

算 ， 評 議 員 会 ・ 理 事 会 議 事 録 ， 利 用 者 満 足 度 調 査 結 果 ， 中

期 経 営 計 画 の 取 組 状 況 な ど に つ い て ， 情 報 提 供 を 行 っ た 。  

 ま た ，Ｓ Ｎ Ｓ（ T w i t t e r）や 求 人 情 報 誌 等 で 求 人 情 報 を 提  

供 し た 【 情 報 提 供 の 充 実 】 。  

○ 夏 季 市 民 プ ー ル に つ い て は ，ネ ッ ト で の 事 前 予 約 制 と し た 。 

 ほ か に ， 自 転 車 等 駐 車 場 専 用 ホ ー ム ペ ー ジ の 情 報 更 新 に  

努 め た 【 情 報 提 供 ・ 更 新 】 。  

年 度 評 価  Ａ ： 計 画 通 り に 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ ホ ー ム ペ ー ジ の 活 用 に 当 た っ て は ， 分 か り や す さ や ， 適 宜

の 情 報 更 新 等 に 努 め る こ と で ， 経 営 の 信 頼 性 や 透 明 性 の 向

上 に つ な げ て い く 必 要 が あ る 。  

  ほ か に ， 新 た な コ ン テ ン ツ の 掲 載 な ど を 検 討 す る 必 要 が

あ る 。  

→ 受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 等 の 観 点 か ら の 情 報 提 供 の

取 組 に つ い て は ， 事 業 所 管 課 と も 連 携 す る 中 で ， 検 討 し ，

対 応 し て い く 必 要 が あ る 。  

 

充 実  

推 進  
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視 点 ３  組 織 の 活 性 化  

取 組 項 目  ３ － ２  地 域 や 団 体 等 と の 連 携  

取 組 概 要  

市 内 で 活 動 す る 地 域 の 一 員 と し て ， 法 人 と し て の 存 在 意 義 や

認 知 度 の 向 上 ， さ ら に は ， 法 人 活 動 を 発 展 さ せ る 観 点 か ら ，

地 域 で 活 動 す る 公 益 的 な 法 人 を は じ め ， 地 区 協 議 会 ， 商 店 会

な ど と い っ た 多 様 な 主 体 と の 日 常 的 な 関 係 づ く り に 取 り 組

む 。  

ま た ， 平 成 ３ ０ 年 度 か ら 参 加 し た 調 布 市 見 守 り ネ ッ ト ワ ー ク

（ み ま も っ と ） な ど ， 地 域 で 取 り 組 む 活 動 な ど に も 参 加 ・ 協

力 し て い く 。  

達 成 指 標  

①   

内 容  多 様 な 主 体 と の 顔 の 見 え る 関 係 づ く り  

基 準 値 （ 新 規 の 取 組 ）  －  

令 和 ４ 年 度 実 績  推 進 中  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  公 社 に 対 す る 認 知 度 向 上  

②   

内 容  地 域 に お け る 会 合 や 行 事 等 へ の 参 加 ・ 協 力  

基 準 値 （ 新 規 の 取 組 ）  －  

令 和 ４ 年 度 実 績  ２ 回 【 累 計 ６ 回 】  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ４ 年 間 累 計 ２ ０ 回 以 上  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 多 様 な 主 体 と の 意 見 交 換 や 情 報 共 有 の 実 施  

・ 様 々 な 地 域 行 事 等 へ の 参 加 ・ 協 力 の 検 討 及 び 取 組 の 実 施  

・ 市 内 に お け る 公 益 的 な 団 体 と の 連 携 の 検 討 ， 実 施  

・ 認 知 症 サ ポ ー タ ー 講 座 の 受 講  

取 組 実 績  

○ 地 域 福 祉 セ ン タ ー に て 登 録 団 体 と の 意 見 交 換 の 場 で あ る 利

用 者 懇 談 会 を 利 用 し て ， 地 域 住 民 も 参 加 し た Ａ Ｅ Ｄ 講 習 を

行 っ た （ ５ 名 参 加 ）   

○ 「 み ま も っ と 関 係 団 体 ネ ッ ト ワ ー ク 会 議 」 へ 参 加 し た 【 参

加 ・ 協 力 回 数 ： １ 回 】 。  

○ 「 調 布 市 見 守 り サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 」 を 受 講 し た 【 参 加 ・

協 力 回 数 ： １ 回 】  

年 度 評 価  Ⅽ ： 進 捗 遅 れ が 見 ら れ ､改 善 が 必 要  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ 地 域 に 根 差 し た 団 体 等 と の 「 顔 の 見 え る 関 係 づ く り 」 を 進

め て い く 中 で ， 公 社 の 活 動 に 対 す る 認 知 度 向 上 等 に つ な げ

て い く 必 要 が あ る 。  

→ 市 と 締 結 し た 「 災 害 協 力 」 や 「 見 守 り 」 に 関 す る 協 定 を き

っ か け に 地 域 住 民 や 市 内 の 公 益 的 団 体 等 と の 連 携 を 模 索 し

て い く 必 要 が あ る 。  

 

推 進  

推 進  
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視 点 ３  組 織 の 活 性 化  

取 組 項 目  ３ － ３  職 員 の 育 成 ・ 人 材 確 保  

取 組 概 要  

効 率 的 で 安 定 的 な 法 人 運 営 や 事 務 局 体 制 の 強 化 を 図 る た め ，

人 材 育 成 方 針 を 踏 ま え ， 職 員 の ス キ ル ア ッ プ や 職 務 意 欲 の 向

上 の ほ か ， 意 識 改 革 な ど に 資 す る 取 組 を 推 進 す る 。  

ま た ， 様 々 な 業 務 の 担 い 手 と な る 嘱 託 ・ 臨 時 職 員 の 安 定 的 ・

継 続 的 な 確 保 に 取 り 組 む 。  

達 成 指 標  

①   

内 容  事 務 局 に お け る Ｏ Ｊ Ｔ ※ １ の 推 進  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  Ｏ Ｊ Ｔ の 活 用 ・ 継 続  

令 和 ４ 年 度 実 績  ス キ ル 継 承  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  Ｏ Ｊ Ｔ に よ る ス キ ル 継 承  

②   

内 容  正 規 職 員 に お け る Ｏ Ｆ Ｆ － Ｊ Ｔ ※ ２ 受 講 累 計 回 数  

基 準 値 （ 平 成 ２ ９ 年 度 ）  年 間 １ ３ 回  

令 和 ４ 年 度 実 績  ２ ３ 回 【 累 計 ６ １ 回 】  

目 標 値 （ 令 和 ４ 年 度 ）  ４ 年 間 累 計 ４ ０ 回 以 上  

取 組 計 画  

年 度 計 画  

・ 各 職 員 の キ ャ リ ア プ ラ ン を 踏 ま え た 人 材 育 成 の 推 進   

・ Ｏ Ｊ Ｔ ， Ｏ Ｆ Ｆ － Ｊ Ｔ の 推 進   

・ 人 材 の 確 保 に 向 け た 公 社 業 務 の Ｐ Ｒ ， 良 好 な 勤 務 環 境 の  

維 持 等 の 推 進  

・ 職 員 に お け る 地 域 貢 献 意 識 の 醸 成  

・ 人 材 育 成 方 針 の 改 定 検 討  

取 組 実 績  

○ Ｏ Ｊ Ｔ に よ り ， 職 員 に お け る 業 務 知 識 や ノ ウ ハ ウ の 継 承 の

ほ か ， 若 手 職 員 の 育 成 を 推 進 し た 【 ス キ ル 継 承 】 。  

○ 各 職 員 の キ ャ リ ア プ ラ ン を 踏 ま え て ， 外 部 研 修 等 の 受 講 を

行 い ，ス キ ル ア ッ プ や 職 務 意 欲 の 向 上 を 図 っ た【 受 講 回 数：

２ ３ 回 】 。  

○ ク ー ル ビ ズ や 熱 中 症 対 策 推 進 の ほ か ， 計 画 的 な 休 暇 取 得 ，

定 時 退 社 の 励 行 等 に よ り ，良 好 な 勤 務 環 境 の 維 持 に 努 め た 。 

○ 地 域 貢 献 意 識 の 醸 成 を 図 る 活 動 と し て ， 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル

ス 感 染 症 療 養 者 の 見 守 り 支 援 に 関 す る 協 定 に 基 づ き ， 自 宅

療 養 者 へ の 食 料 品 等 の 配 送 （ ３ ７ ５ 世 帯 に 配 送 ） を 継 続 し

た 。  

〇 人 材 育 成 方 針 の 一 部 を 改 正 し た（ 次 期 中 期 経 営 計 画 関 連 ）。 

年 度 評 価  Ｓ ： 計 画 以 上 に 進 捗  

今 後 の 取 組 に

お け る 課 題 等  

→ Ｏ Ｊ Ｔ や Ｏ Ｆ Ｆ － Ｊ Ｔ を 活 用 し な が ら ， 中 長 期 的 な 視 点 で

の 人 材 育 成 に 取 り 組 み ， 組 織 の 強 化 な ど に つ な げ て い く 必

要 が あ る 。  

→ 人 事 評 価 制 度 を 導 入 し ， 職 員 の 育 成 や ， 職 務 に 対 す る や り

が い や 意 欲 の 醸 成 に つ な げ て い く 必 要 が あ る 。  

※ １  職 場 で の 実 務 を 通 じ て 職 員 の 教 育 を 図 る こ と  

※ ２  職 場 外 で の 研 修 等 を 受 講 し ， 必 要 な 知 識 の 習 得 を 図 る こ と  

維 持  

維 持  
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３  ４ 年 間（ 令 和 元 年 度 ～ 令 和 ４ 年 度）の 総 括  

（ １ ）第 ２ 次 中 期 経 営 計 画 に お け る 経 営 目 標 及 び 課 題 を 踏 ま え た 取 組  

 第 ２ 次 中 期 経 営 計 画 で は ，基 盤 整 備 ・ 強 化 に 取 り 組 ん だ 第 １ 次 中 期 経 営

目 標 の 結 果 を 踏 ま え て ， 今 後 の 経 営 課 題 や ４ 年 後 （ 令 和 ４ 年 度 末 ） の 実 現

を 目 指 す 法 人 の 将 来 像 を 明 確 に し ， 経 営 目 標 を 「 高 い 信 頼 性 ・ 透 明 性 を 備

え ，市 か ら の 受 託 事 業 を と お し て 地 域 社 会 の 発 展 に 貢 献 す る 法 人 」と 設 定

し ， そ の 実 現 に 向 け て 具 体 的 取 組 に 取 り 組 ん で き ま し た 。 こ の 間 ， 新 型 コ

ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 期 と 重 な っ た 影 響 も 少 な か ら ず あ り ,い く つ か の

取 組 で は ， 進 捗 の 妨 げ と な り ま し た 。 【 総 括 資 料 １ 参 照 】  

 

（ ２ ） 取 組 の 総 括 及 び 経 営 目 標 の 達 成 状 況  

 第 ２ 次 中 期 経 営 計 画 に 位 置 付 け た 実 施 計 画 で は ，１ １ の 項 目 に ２ ２ の 目

標 値 を 設 定 し て お り ， 受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス の 向 上 ・ 充 実 ， 効 率 化 ，

市 民 雇 用 の 推 進 ，障 が い 者 の 就 労 機 会 の 提 供 ，就 労 体 験 に 関 す る 取 組 の 推

進 ， 情 報 提 供 の 推 進 ， 地 域 や 団 体 等 と の 連 携 な ど ， 多 く の 項 目 に 取 り 組 む

中 で ，１ ２ の 目 標 値 は 達 成 し た も の の ，１ ０ の 目 標 値 は 達 成 で き ま せ ん で

し た 。そ の 主 た る 要 因 は 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 の 影 響 に よ る も の

で ， 接 遇 向 上 を 目 的 と し た 集 合 研 修 の 制 限 ， 職 場 体 験 に お け る ， 調 布 市 教

育 委 員 会 主 催 の 中 学 生 の 職 場 体 験 事 業 の 中 止 ,そ の 他 の 派 遣 元 か ら の 体 験

抑 制 ，地 域 と の 様 々 な 行 事 等 の 中 止 に よ る 関 係 構 築 機 会 の 消 滅 な ど が あ り

ま し た 。 ま た ， 市 民 雇 用 率 に つ い て は ， 昨 今 の 人 手 不 足 の 影 響 や 市 境 の 施

設 の 受 託 等 で 市 民 を 中 心 と し た 事 業 運 営 が 年 々 難 し く な っ て き て い ま す 。 

一 方 ，利 用 者 満 足 度 調 査 で は ，３ 回 実 施 し た 中 で ２ 回 １ ０ ０ ％ の 満 足 度

を 達 成 ，障 が い 者 団 体 へ の 累 計 ９ ２ 回 の 業 務 発 注（ 目 標 値 累 計 ５ ０ 件 以 上 ），

市 内 事 業 者 へ の 発 注 率 の 大 幅 向 上 ８ ９ .８ ％（ 目 標 値 ８ ７ ％ 以 上 ）な ど の 実

績 が あ げ ら れ ま す 。  

実 施 計 画 に 位 置 付 け た 取 組 に つ い て は ，上 記 の と お り と な っ て お り ま す

が ，こ の 間 ，コ ロ ナ 禍 で の 人 と の 接 触 を 極 力 減 ら す た め の 市 民 プ ー ル 及 び

新 規 受 託 し た ふ じ み 交 流 プ ラ ザ で の 利 用 者 サ ー ビ ス 向 上 を 目 的 と し た ネ

ッ ト 予 約 シ ス テ ム の 構 築 ・ 稼 働 な ど に 取 り 組 み ま し た 。 ま た ， 市 か ら の 緊

急 検 討 依 頼 を 受 け た 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 自 宅 療 養 者 へ の 食 料 品 等

の 配 送 協 力 や ，災 害 時 の 協 力 に 関 す る 協 定 に 基 づ き ，市 と の 災 害 時 を 想 定

し た 合 同 訓 練 や 施 設 で の 備 蓄 品 の 準 備 な ど を 進 め ま し た 。さ ら に ，業 務 の

効 率 化 を 目 的 に ，こ れ ま で 蓄 積 し た 公 社 の ノ ウ ハ ウ を 活 か し ，施 設 等 で 収
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納 す る 使 用 料 等 の 現 金 回 収 業 務 を 警 備 会 社 へ の 委 託 か ら ，公 社 の 直 営 化 へ

変 更 し ， 経 費 縮 減 に 努 め ま し た 。  

ほ か に ，新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 に と も な う 緊 急 事 態 宣 言 や

ま ん 延 防 止 措 置 な ど の 影 響 で 施 設 等 の 休 館・時 短 に お け る 職 員 へ の 影 響 を

最 小 限 に 抑 え る た め に ，政 府 の 休 業 支 援 金 ・ 給 付 金 制 度 を 事 務 局 で と り ま

と め 申 請 を 行 い ま し た 。さ ら に ，東 京 都 の 事 業 継 続 緊 急 対 策 助 成 金 を 活 用

し ，事 務 局 で の テ レ ワ ー ク 勤 務 の 環 境 整 備 を 行 い ま し た（ 専 用 パ ソ コ ン 準

備 や ソ フ ト ウ エ ア 構 築 な ど ） 。 【 総 括 資 料 ２ 参 照 】  

 

（ ３ ） 今 後 に 向 け て  

 上 記 の と お り ，第 ２ 次 中 期 経 営 計 画 で は ，評 価 指 標 で あ る 取 組 に 対 す る

２ ２ の 目 標 値 の 内 ，半 数 近 く が 未 達 成 で あ っ た こ と か ら ，掲 げ た 経 営 目 標

到 達 へ は ， 継 続 し た 取 組 が 必 要 で あ る と 認 識 し て お り ま す 。 一 方 ， 計 画 期

間 の 大 部 分 を 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 拡 大 防 止 に 向 け た 対 応 に 追 わ れ

る 中 ，当 初 計 画 で は 見 込 ん で い な か っ た イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 施 設 予 約 シ

ス テ ム の 開 発 ，新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 自 宅 療 養 者 へ の 食 料 品 等 の 配 送

協 力 ，市 と の 災 害 協 定 に 基 づ く 災 害 時 に お け る 受 託 施 設 で の 対 応 ，市 民 を

中 心 と し た 職 員 へ の 国 の 休 業 支 援 金 ・ 給 付 金 制 度 の 申 請 の と り ま と め ，テ

レ ワ ー ク 利 用 の 環 境 整 備 な ど を 進 め ら れ た こ と は ，経 営 目 標 で あ る「 高 い

信 頼 性 ・ 透 明 性 を 備 え ，市 か ら の 受 託 事 業 を と お し て 地 域 社 会 の 発 展 に 貢

献 す る 法 人 」 に 一 歩 近 づ く こ と が で き た と 認 識 し て お り ま す 。  

今 後 も 引 き 続 き ，公 社 が 期 待 さ れ る 役 割 を 果 た し つ つ ，設 立 目 的 に 則 っ

た 活 動 の 更 な る 活 性 化 を 図 り ，そ の 成 果 を 市 民 に 還 元 す る こ と で ，法 人 の

存 在 意 義 や 信 頼 性 の 向 上 等 に つ な げ て い く 必 要 が あ り ま す 。  

 そ の た め ，こ れ ま で の 取 組 や 成 果 を 引 き 継 ぎ つ つ ，現 状 に お け る 課 題 や

新 た な 課 題 へ の 対 応 も 含 め て ，設 立 目 的 の 達 成 に 向 け た 取 組 を 更 に 充 実 さ

せ て い く た め ， 令 和 ５ （ ２ ０ ２ ３ ） 年 度 か ら の 第 ３ 次 中 期 経 営 計 画 に つ い

て は ，第 ２ 次 中 期 経 営 計 画 の 経 営 目 標 で あ る「 高 い 信 頼 性・透 明 性 を 備 え ，

市 か ら の 受 託 事 業 を と お し て 地 域 社 会 の 発 展 に 貢 献 す る 法 人 」 踏 襲 し て ，

各 種 取 り 組 み を 進 め て 参 り ま す 。   
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【 総 括 資 料 １ ： 課 題 に 対 す る 主 な 取 組 や 成 果 等 の 概 要 】  

①   受 託 事 業 に お け る サ ー ビ ス 向 上 ・ 充 実   

   現 場 の 状 況 等 を 踏 ま え た 受 託 事 所 管 部 署 と の 情 報 共 有・意 見 交 換 や ，

市 の 各 部 署 か ら の 依 頼 事 項 に 関 す る 検 討 ・ 提 案 等 に 取 り 組 み ，受 託 内

容 の 拡 充 （ シ エ ア サ イ ク ル 事 業 【 社 会 実 証 実 験 】 ， 富 士 見 町 通 学 路 見

守 り 事 業 ） や ， 新 た な 事 業 の 受 託 （ せ ん が わ 劇 場 事 業 ， 受 動 喫 煙 防 止

対 策 事 業 ， 図 書 館 分 館 等 整 備 事 業 ， ふ じ み 交 流 プ ラ ザ 事 業 ） に つ な が

っ た 。  

   ま た ，受 託 事 業 に お け る 各 窓 口 や 施 設 従 事 者 の 適 切 か つ 丁 寧 な 対 応

に よ る サ ー ビ ス 向 上 に つ な げ る た め ，接 遇 研 修 等 を 通 じ た 職 員 の 意 識

向 上 等 を 図 り ，利 用 者 満 足 度 調 査 に お け る 高 い 水 準 の 満 足 度 を 確 保 し

た （ 市 民 サ ー ビ ス 事 業 １ ０ ０ ％ ， 管 理 運 営 事 業 ８ ７ .４ ％ ） 。  

②   受 託 事 業 に お け る 効 率 化 の 推 進  

   受 託 事 業 に お け る 業 務 効 率 や コ ス ト 抑 制 等 に 資 す る 取 組 を 積 極 的

に 進 め た （ 自 転 車 事 業 に お け る 現 場 体 制 見 直 し ・ 施 設 L E D 化 ・ 管 理 ソ

フ ト 改 修 ， 受 託 事 業 全 般 に お け る 仕 様 見 直 し ， 使 用 料 等 の 回 収 ・ 精 査

業 務 等 の 見 直 し ） 。  

   ま た ，公 社 か ら の 業 務 発 注 に お け る 公 平 性 や 透 明 性 の 確 保 に 努 め た

（ コ ロ ナ 禍 で ，年 度 に よ り 発 注 内 容 の 大 き な 変 動 が 生 じ る 中 ，令 和 ４

年 末 の 競 争 発 注 率 は ， ４ ９ .９ ％ と な っ た ） 。  

③   受 託 事 業 に お け る 適 切 な 事 務 処 理 の 推 進  

   業 務 執 行 に お い て ，適 切 な 進 行 管 理 及 び 対 応 を 維 持 す る こ と を 目 的

に 事 務 局 及 び 係 内 で の ミ ー テ ィ ン グ を 毎 週 実 施 し た 。  

   ま た ，施 設 等 で 発 生 す る 使 用 料 等 の 市 へ の 月 次 納 付 額 確 定 や 納 付 期

限 を 遵 守 す る と と も に ， 令 和 ４ 年 度 か ら は ， 回 収 ・ 精 査 業 務 を 警 備 会

社 へ の 全 面 委 託 か ら 公 社 職 員 に よ る 体 制 へ 移 行 し 適 切 に 管 理 し た 。  

   ほ か に ，公 社 に お け る 会 計 事 務 処 理 を 公 認 会 計 士 の 指 導 に 従 い ，適

切 に 行 っ た （ 毎 月 公 認 会 計 士 に よ る 指 導 あ り ） 。     

④   受 託 事 業 に 関 す る 取 組 の 検 証  

   受 託 事 業 の 取 組 実 績 を 振 り 返 り ，見 直 し ・ 改 善 に 向 け た 取 組 の 事 務

局 職 員 の 共 通 資 料 と し て 「 年 間 工 程 表 ※ 1」 を 策 定 し ， 定 着 さ せ た 。  

   ま た ，「 年 間 工 程 表 」は ，Ｑ Ｃ 委 員 会 に て 評 価（ C h e c k※ 2）を 行 い 効

率 化 を 目 的 と し た 事 業 間 を 横 断 し た 業 務 実 施 の 可 能 性 の 検 討 や 業 務

見 直 し ・ 改 善 を 目 的 と し た 情 報 共 有 に 努 め た 。  

  ※ 1  主 要 事 業 に お い て 年 間 業 務 を ス ケ ジ ュ ー ル に 落 と し 込 み 見 え る 化 し た 資 料  



17 

   ※ 2  P D C A の 確 認 （ C） の 役 割  

⑤   市 民 雇 用 の 推 進   

新 た な 事 業 へ の 対 応 等 に 伴 う 雇 用 拡 大 の 機 会 も 捉 え つ つ ，嘱 託・臨

時 職 員 の 新 規 雇 用 に お い て 積 極 的 な 市 民 雇 用 に 取 り 組 ん だ（ ４ 年 間 で ，

市 民 雇 用 者 数 ９ 人 増 ） 。  

 な お ，同 時 に 女 性 の 積 極 的 活 用 に も 取 り 組 ん だ（ ４ 年 間 で １ ５ 人 増 ） 

⑥   障 が い 者 の 就 労 機 会 の 提 供  

法 人 と し て の 責 務 を 果 た す 観 点 か ら ，職 員 に お け る 意 識 啓 発 等 も 図

り な が ら ， 障 が い 者 雇 用 に 取 り 組 み ， 法 定 雇 用 率 を 満 た す と と も に ，

関 係 機 関 と 連 携 し な が ら ，就 労 の 継 続 に 努 め た（ 令 和 ４ 年 度 に ，公 社

全 体 の 雇 用 者 増 の 影 響 で 一 時 的 に 法 定 雇 用 率 を 割 り 込 ん だ ） 。  

ま た ，受 託 事 業 の 実 施 に お い て ，簡 易 的 な 業 務 を 中 心 と し て ，障 が

い 者 団 体 へ の 継 続 的 な 発 注 及 び 拡 充 に 努 め ，就 労 機 会 の 確 保 に 寄 与 し

た （ な お ， ４ 年 間 で 拡 充 し た 発 注 件 数 は ， 累 計 ９ ２ 件 ） 。  

➆  市 内 事 業 者 と の 連 携 の 推 進   

   受 託 事 業 を 効 果 的 ・ 効 率 的 に 実 施 す る に 当 た り ，公 社 か ら 業 務 を 発

注 す る に 当 た っ て は ，市 内 事 業 者 へ の 発 注 を 推 進 し ，市 内 事 業 者 発 注

率 の 向 上 に つ な げ た （ ４ 年 間 で ２ .０ ポ イ ン ト 上 昇 ） 。  

   ま た ，市 内 事 業 者 へ の 発 注 を 推 進 す る に 当 た り ，市 内 事 業 者 登 録 制

度 を 活 用 し ，登 録 事 業 者 の 拡 充 に 努 め た が ，コ ロ ナ 禍 で 公 社 か ら の 業

務 発 注 も 年 度 毎 に 大 き な 変 動 が あ っ た こ と か ら ，登 録 事 業 者 の 維 持 に

努 め た （ ４ 年 間 で 登 録 事 業 者 数 増 減 な し ， 市 内 事 業 者 数 ２ 社 減 ） 。  

⑧  就 労 体 験 に 関 す る 取 組 の 推 進  

   公 社 に お け る 直 接 雇 用 以 外 の 取 組 と し て ，ち ょ う ふ 若 者 サ ポ ー ト ス

テ ー シ ョ ン や 市 教 育 委 員 会 ，特 別 支 援 学 校 な ど と 連 携 を 図 る 中 で ，若

者 ， 中 学 生 ， 障 が い 者 を 対 象 と し た 各 種 就 労 体 験 の 受 入 れ を 通 じ て ，

体 験 者 に お け る 就 労 意 欲 の 向 上 や 社 会 性 の 醸 成 等 に 寄 与 し た（ ４ 年 間

で 延 べ ４ １ 人 の 受 入 を 行 っ た ） 。   

➈  情 報 提 供 の 推 進  

令 和 元 年 度 末 に 開 設 し た ホ ー ム ペ ー ジ を 活 用 し て ， 法 人 経 営 等 に 関

す る 情 報 （ 法 人 概 要 ， 事 業 計 画 ， 事 業 報 告 ， 理 事 会 及 び 評 議 員 会 議 事

録 ， 中 期 経 営 計 画 取 組 状 況 な ど ） や 事 業 実 施 等 に 関 す る 情 報 （ 各 事 業

の 取 組 内 容 ， 利 用 者 満 足 度 調 査 内 容 な ど ） ， 求 人 情 報 の 公 表 ・ 更 新 に

努 め た 。  

ま た ， 平 成 ３ ０ 年 度 末 に 開 設 し た 自 転 車 等 駐 車 場 専 用 ホ ー ム ペ ー ジ
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の 情 報 更 新 に 努 め た 。  

⑩  地 域 や 団 体 等 と の 連 携  

  公 社 の 存 在 意 義 や 認 知 度 向 上 ， 法 人 活 動 を 発 展 さ せ る 観 点 か ら 地 域

に お け る 多 様 な 主 体 と の 関 係 づ く り 取 り 組 ん だ（ 市 に お け る 見 守 り 事

業 へ の 参 加 や 認 知 症 サ ポ ー タ ー 養 成 講 座 な ど の 受 講 を 通 じ て の 関 係

つ く り ） 。  

  一 方 ，コ ロ ナ 禍 で ，計 画 し た 地 域 で の 行 事 な ど を 通 じ た 関 係 つ く り に

つ い て は 進 め る こ と が 困 難 で あ っ た 。  

⑪  職 員 の 育 成 ・ 人 材 確 保  

公 社 に お け る 正 規 職 員 の 育 成 に 関 す る 基 本 的 な 考 え 方 を 整 理 し た

人 材 育 成 方 針 に 基 づ き ， 当 該 方 針 に 基 づ く 取 組 （ キ ャ リ ア プ ラ ン に 基

づ く 研 修 受 講 の 推 進 ） 並 び に Ｏ Ｊ Ｔ を 推 進 す る こ と で ， 職 員 の ス キ ル

ア ッ プ や 職 務 意 欲 ， ス キ ル の 継 承 に つ な げ た 。  

   ま た ，職 員 に お け る 地 域 貢 献 活 動 と し て ，新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染

症 自 宅 療 養 者 へ の 食 料 品 等 の 配 送 協 力 を 行 っ た（ 令 和 ３ 年 度 か ら 令 和

４ 年 度 で 延 べ ８ １ ３ 世 帯 に 配 送 ） 。  
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【 総 括 資 料 ２ ： 実 施 計 画 の 取 組 項 目 に お け る 目 標 値 及 び 実 績 値 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

利用者満足度 ９０.０％以上
８７.４％
（管理運営事業）

未達成

研修受講者数
累計１２０人以
上

０人(累計５６
人）

未達成

業務見直し件数 累計５件以上 ３件(累計５件） 達成

競争発注率 ５０.０％以上 ４９.９％ 未達成

業務の進行管理 進行管理の徹底 進行管理の徹底 達成

公金納付期限の遵守 納付期限の遵守 納付期限の遵守 達成

検証の仕組みづくりと取
組の定着

検証の取組定着 検証の取組定着 達成

委員会等の開催回数 累計３０回以上
１０回（累計５４
回）

達成

職員全体の市民雇用率 ８６.０％以上 ８５.６％ 未達成

事務局勤務を除く市民雇
用率 ９０.０％以上 ８６.８％ 未達成

業務発注件数 累計５０件以上
３０件（累計９２
件）

達成

法定雇用率の遵守・継続

（２.３％以上）
遵守・継続 １.９８％ 未達成

市内事業者発注率 ８７.０％以上 ８９.８％ 達成

協力事業者（市内）登録
数 １００社以上 ９５社 未達成

就労体験受入者数 累計６０人以上
１９人(累計４１
人）

未達成

就労体験メニュー数
累計３０種類以
上

１種類(累計３１
種類）

達成

法人基本情報等の公表 情報提供の充実 情報提供の充実 達成

受託事業情報の提供 情報提供・更新 情報提供・更新 達成

多様な主体との関係づく

り
認知度向上 推進中 未達成

地域行事等への参加・協

力
累計２０回以上 ２回（累計６回） 未達成

ＯＪＴの推進 スキル継承 スキル継承 達成

ＯＦＦ－ＪＴ受講回数 累計４０回以上
２３回(累計６１
回）

達成

達成指標 目標値
（令和4年度末）

目標値達成状況実績値
（令和4年度末）

項目
番号

１－３
受託事業における適切な事務処

理の推進

取組項目

１－４ 受託事業に関する取組の検証

１－１
受託事業におけるサービス向

上・充実

１－２ 受託事業における効率化の推進

２－３ 市内事業者との連携の推進

２－４ 就労体験に関する取組の推進

２－１ 市民雇用の推進

２－２ 障がい者の就労機会の提供

３－３ 職員の育成・人材確保

３－１ 情報提供の推進

３－２ 地域や団体等との連携


